いのちのための前晩の祈り（二）
聖母マリアの画像の行列・聖体の顕示・ロザリオの祈り・
いのちのための嘆願の祈り・前晩の祈りによる
2010年11月27日（土）　
以下の式は、叙階の秘跡を受けた者が司式する場合を想定している。叙階の秘跡を受けていない者が司式する場合、式の結びにある聖体による祝福は行わない。なお、聖体の顕示や聖体による祝福などについてはカトリック儀式書『ミサ以外のときの聖体拝領と聖体礼拝』の聖体賛美式を参照すること。
入堂
入堂
参加者全員、もしくはできるだけ多くの参加者が行列に加わる。行列の中で聖母マリアの画像が運ばれる。行列は教会堂の中庭、あるいは教会堂前の広場や他の教会堂、それが難しい場合は教会堂の入り口から始まり、祭壇に向かう。
受胎から自然死に至るまでのいのちを傷つけるあらゆる行いの償いとなる悔い改めの特徴をもつようにする。マリアの称号や祈願をいくつか加えて「ロレトの連願」（聖マリアの連願）を歌うか唱えることもできる。
行列が祭壇に着くと、祭壇の近くの適当な場所に聖母マリアの画像を置き、Salve Regina、『典礼聖歌』374、あるいは聖母マリアをたたえる他の聖歌を歌って行列を終える。ここで聖母マリアの画像に献香することができる。何人かの子どもが聖母マリアの画像の周りにろうそくをともすこともできる。
司式者が聖書朗読への招きのことばを述べた後、一同は着席する。
続いて、朗読者は朗読台から以下の聖書の箇所を朗読する。
聖書朗読（創世記3･9-15）
創世記
　主なる神はアダムを呼ばれた。
「どこにいるのか。」
　彼は答えた。
「あなたの足音が園の中に聞こえたので、恐ろしくなり、隠れております。わたしは裸ですから。」
　神は言われた。
「お前が裸であることを誰が告げたのか。取って食べるなと命じた木から食べたのか。」
　アダムは答えた。
「あなたがわたしと共にいるようにしてくださった女が、木から取って与えたので、食べました。」
　主なる神は女に向かって言われた。
「何ということをしたのか。」
　女は答えた。
「蛇がだましたので、食べてしまいました。」
　主なる神は、蛇に向かって言われた。
「このようなことをしたお前は
　あらゆる家畜、あらゆる野の獣の中で
呪われるものとなった。
　お前は、生涯這いまわり、塵を食らう。
　お前と女、お前の子孫と女の子孫の間に
　わたしは敵意を置く。
　彼はお前の頭を砕き
　お前は彼のかかとを砕く。」
聖歌
Ave maris stella、あるいは『典礼聖歌』372、『カトリック聖歌』338～340、544～545など、聖母マリアをたたえる聖歌を歌う。
続いて、司式者はキリストといのちの福音などにふれ、この祭儀への導入となる勧めのことばを述べる。
聖体の顕示
一同は起立する。司式者は聖櫃から聖体を取り出して器のまま祭壇の上に置くか、あるいは顕示器に入れて祭壇の上に顕示する。司式者は、聖櫃のとびらを開けた時と祭壇の上に聖体を顕示した時に手を合わせて深く礼をする。
聖櫃から祭壇まで聖体を行列して運ぶ場合、オリーブやしゅろの枝、あるいは適当な常緑樹の枝、そしてろうそくを持つ子どもたちが行列に加わることができる。この間、Ave verum Corpus、『典礼聖歌』321、『カトリック聖歌集』241～255、521～531など、聖体をたたえる聖歌を歌うことができる。
短い沈黙の後、司式者は席に行き、祭儀を続ける。
一同は着席する。
ロザリオの祈り－喜びの神秘（受肉の神秘）
続いて、司式者は、マリアが経験した主キリストの生涯におけるそれぞれの出来事を思い起こしながらロザリオの祈りの喜びの神秘の黙想を始めるよう、一同を招く。
主の祈り、アヴェ・マリアの祈り（10回）、栄唱は歌うこともできる。それぞれの神秘を、以下のようなグループが唱えることもできる｡
・第一の黙想（マリア、神のお告げを受ける）－子どもを望む親
・第二の黙想（マリア、エリサベトを訪問する）－病気の子どももしくは障がいのある子どもとその親
・第三の黙想（マリア、イエスを産む）－ある家族
・第四の黙想（マリア、イエスをささげる）－祖父母と孫
・第五の黙想（マリア、イエスを見いだす）－教師
適当であれば、各グループの一人が、各黙想の前の聖書朗読を朗読台から行うとよい。
第一の黙想　マリア、神のお告げを受ける（ルカ1･26-38）
　六か月目に、天使ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町に神から遣わされた。ダビデ家のヨセフという人のいいなずけであるおとめのところに遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。天使は、彼女のところに来て言った。「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられる。」マリアはこの言葉に戸惑い、いったいこの挨拶は何のことかと考え込んだ。すると、天使は言った。「マリア、恐れることはない。あなたは神から恵みをいただいた。あなたは身ごもって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。その子は偉大な人になり、いと高き方の子と言われる。神である主は、彼に父ダビデの王座をくださる。彼は永遠にヤコブの家を治め、その支配は終わることがない。」マリアは天使に言った。「どうして、そのようなことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」天使は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを包む。だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。あなたの親類のエリサベトも、年をとっているが、男の子を身ごもっている。不妊の女と言われていたのに、もう六か月になっている。神にできないことは何一つない。」マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」そこで、天使は去って行った。
朗読の後、礼拝、黙想、個人的な沈黙の祈りのひとときをとる。
マリアは、救い主の母になるとの神のお告げを受けて、「わたしは主のはしためです。おことばどおり、なりますように」とこたえます。この一連をささげて、神の呼びかけに信仰をもってこたえることができるよう聖母の取り次ぎによって願いましょう。
第二の黙想　マリア、エリサベトを訪問する（ルカ1･39-45）
　そのころ、マリアは出かけて、急いで山里に向かい、ユダの町に行った。そして、ザカリアの家に入ってエリサベトに挨拶した。マリアの挨拶をエリサベトが聞いたとき、その胎内の子がおどった。エリサベトは聖霊に満たされて、声高らかに言った。「あなたは女の中で祝福された方です。胎内のお子さまも祝福されています。わたしの主のお母さまがわたしのところに来てくださるとは、どういうわけでしょう。あなたの挨拶のお声をわたしが耳にしたとき、胎内の子は喜んでおどりました。主がおっしゃったことは必ず実現すると信じた方は、なんと幸いでしょう。」
朗読の後、礼拝、黙想、個人的な沈黙の祈りのひとときをとる。
マリアはエリサベトを訪問し、二人は聖霊に満たされて神の不思議なわざを賛美します。この一連をささげて、救いの訪れをたたえ、喜び合う心を聖母の取り次ぎによって願いましょう。
第三の黙想　マリア、イエスを生む（ルカ2･1-7）
　そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。これは、キリニウスがシリア州の総督であったときに行われた最初の住民登録である。人々は皆、登録するためにおのおの自分の町へ旅立った。ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。
朗読の後、礼拝、黙想、個人的な沈黙の祈りのひとときをとる。
マリアは、旅先のベツレヘムでイエスを生み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせます。この一連をささげて、神の御子を迎え、礼拝する心を聖母の取り次ぎによって願いましょう。
第四の黙想　マリア、イエスをささげる（ルカ2･22-35）
　さて、モーセの律法に定められた彼らの清めの期間が過ぎたとき、両親はその子を主に献げるため、エルサレムに連れて行った。それは主の律法に、「初めて生まれる男子は皆、主のために聖別される」と書いてあるからである。また、主の律法に言われているとおりに、山鳩一つがいか、家鳩の雛二羽をいけにえとして献げるためであった。
そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい人で信仰があつく、イスラエルの慰められるのを待ち望み、聖霊が彼にとどまっていた。そして、主が遣わすメシアに会うまでは決して死なない、とのお告げを聖霊から受けていた。シメオンが〝霊〞に導かれて神殿の境内に入って来たとき、両親は、幼子のために律法の規定どおりにいけにえを献げようとして、イエスを連れて来た。シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて言った。
「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり
この僕を安らかに去らせてくださいます。
　わたしはこの目であなたの救いを見たからです。
　これは万民のために整えてくださった救いで、
　異邦人を照らす啓示の光、
あなたの民イスラエルの誉れです。」
父と母は、幼子についてこのように言われたことに驚いていた。シメオンは彼らを祝福し、母親のマリアに言った。「御覧なさい。この子は、イスラエルの多くの人を倒したり立ち上がらせたりするためにと定められ、また、反対を受けるしるしとして定められています。――あなた自身も剣で心を刺し貫かれます――多くの人の心にある思いがあらわにされるためです。」
朗読の後、礼拝、黙想、個人的な沈黙の祈りのひとときをとる。
マリアとヨセフは神殿に行き、幼子イエスを御父にささげます。この一連をささげて、毎日の生活を神に奉献することができるよう聖母の取り次ぎによって願いましょう。
第五の黙想　マリア、イエスを見いだす（ルカ2･41-51）
　さて、両親は過越祭には毎年エルサレムへ旅をした。イエスが十二歳になったときも、両親は祭りの慣習に従って都に上った。祭りの期間が終わって帰路についたとき、少年イエスはエルサレムに残っておられたが、両親はそれに気づかなかった。イエスが道連れの中にいるものと思い、一日分の道のりを行ってしまい、それから、親類や知人の間を捜し回ったが、見つからなかったので、捜しながらエルサレムに引き返した。三日の後、イエスが神殿の境内で学者たちの真ん中に座り、話を聞いたり質問したりしておられるのを見つけた。聞いている人は皆、イエスの賢い受け答えに驚いていた。両親はイエスを見て驚き、母が言った。「なぜこんなことをしてくれたのです。御覧なさい。お父さんもわたしも心配して捜していたのです。」すると、イエスは言われた。「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかったのですか。」しかし、両親にはイエスの言葉の意味が分からなかった。それから、イエスは一緒に下って行き、ナザレに帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこれらのことをすべて心に納めていた。
朗読の後、礼拝、黙想、個人的な沈黙の祈りのひとときをとる。
マリアとヨセフは、見失ったイエスを三日目に神殿で見いだしました。この一連をささげて、日々の生活のなかで主イエスを探し求める心を聖母の取り次ぎによって願いましょう。
ロザリオの祈りの結びに、一同はしばらく沈黙のうちに祈る。
いのちのための嘆願の祈り
一同は起立する。
続いて、司式者は簡潔な言葉で「いのちのための嘆願の祈り」への招きのことばを述べることができる。
沈黙のひとときの後、司式者は「いのちのための嘆願の祈り」を唱える。
司　　主イエス・キリスト、
あなたは教会と人類の歴史の中に来られ、

わたしたちといつもともにいてくださいます。
あなたはご自分の御からだと御血のとうとい秘跡によって、

わたしたちを神のいのちにあずかる者とし、

永遠のいのちの喜びを前もって味わわせてくださいます。

わたしたちはあなたをあがめ、ほめたたえます。
いのちを生み、いのちを愛してくださる主よ、

わたしたちのうちにとどまり、

わたしたちのうちに生きておられるあなたに心をこめて祈ります。
生まれ来るあらゆるいのちを敬う心を、

わたしたちのうちに呼び覚ましてください。

母の胎内に宿ったいのちが、

造り主である神のすばらしいみわざであることを認め、

生まれてくるすべての子どもたちを、

喜びをもって受け入れることができますように。
すべての家庭を祝福してください。
夫婦のきずなが聖なるものとされ、

その愛が豊かにはぐくまれますように。

法を定める人々が正しい道を選ぶよう、

聖霊の光によって導いてください。

人間のいのちが聖なるものであることをすべての人が認め、

いのちを敬うことができますように。
科学や医療にたずさわる人々を導いてください。

科学や医療の進歩が人々の生活の向上に貢献し、

あらゆるいのちを脅かす力が取り去られますように。
国政や経済にたずさわる人々に、

愛をはぐくむ心をお与えください。

若い家庭が安心して子どもを産み育てるために、

十分な環境が整えられ、促進されますように。
子どもを持つことができずに苦しむ夫婦に慰めを与えてください。

あなたからあらゆるよいものが与えられますように。
親を亡くした子どもたち、

また、親から見捨てられた子どもたちを大切にする心を、

すべての人のうちにはぐくんでください。
すべての人があなたの温かい愛に触れ、

あなたの心からの慰めに満たされますように。

主よ、あなたは信仰に満ちた母マリアの胎に、

わたしたち人類をゆだねてくださいました。

わたしたちは、いのちを愛し、いのちに仕える力を、

唯一の救い主であるあなたからいただけるよう、
マリアとともに待ち望みます。
父と子と聖霊の交わりのうちに、

あなたとともにいつも生きることを待ち望みます。

一同　アーメン。
続いて、一同は着席し、沈黙、礼拝、個人的な祈りを行う。
待降節第一主日　前晩の祈り
一同は起立し、Rorate coeli、または「天よ、露をしたたらせ」（『典礼聖歌』301）、もしくは待降節にふさわしい賛歌を歌うことができる。聖歌が終わると一同は着席し、詩編唱和を唱える。
『教会の祈り』の晩の祈りの旋律で詩編を唱和する場合は、下線の部分で音が変わる。
第一唱和（詩編141･1-8）
先唱　神よ、み前に立ちのぼる香のように、わたしの祈りを受け入れてください。アレルヤ。
神よ、あなたに向かってわたしは叫ぶ、
わたしのところに急いでください。
あなたに向かって叫ぶ時、
わたしの声に耳を傾けてください。
わたしの祈りをみ前に立ちのぼる香のように、
夕べのささげもののように、受け入れてください。
神よ、わたしの口を閉ざし、くちびるの戸を守ってください。
あなたに逆らう者の企てに加わることのないように、
かれらと喜びをともにすることのないように、
わたしの心を悪への傾きから守ってください。
あなたに従う人がわたしをこらしめても、
それはいつくしみのしるし、
しかし、あなたに逆らう者の恵みをわたしは受けない。
わたしはかれらのしいたげの中で祈る。
かれらの支配者が岩に打ち倒される時、
人々はわたしのことばの真実を悟る。
「土くれが砕かれて地に落ちるように、
かれらの骨は墓の中に散らされる。」
神よ、わたしの主よ、わたしはあなたを仰ぐ。
あなたにより頼むわたしを見捨てないでください。
栄光は父と子と聖霊に。
初めのように今もいつも世々に。アーメン。
第二唱和（詩編142）
先唱　神よ、あなたはわたしのよりどころ、わたしのいのちのすべて。アレルヤ。
声をかぎりに神を呼び求め、
わたしは大声で神に祈る。
嘆きを訴え、あなたの前に悩みをうち明ける。
わたしが弱り果てた時も、
神はわたしの歩みを見守ってくださる。
わたしが歩む道には、わながかけられている。
あたりを見まわしても、わたしを助ける者はない。
わたしは逃げる所もなく、いのちを救う者もいない。
神よ、あなたに向かってわたしは叫ぶ。
「あなたはわたしのよりどころ、わたしのいのちのすべて。」
わたしの叫びに心を留めてください。
わたしは打ちひしがれている。
しいたげる者から救ってください。
かれらはわたしよりはるかに強い。
わたしを捕らわれの身から救い出してください。
わたしは救いの恵みに感謝し、
あなたに従う人のつどいの中で
あなたの名をたたえる。
栄光は父と子と聖霊に。
初めのように今もいつも世々に。アーメン。
第三唱和（フィリピ2･6-11　主の過越）
先唱　自分を低くして従う者となったイエスを、神は高く上げられた。アレルヤ。
イエス・キリストは神の姿でありながら、
神であることを固守しようとはせず、
人間と同じものになり、
自分をむなしくして仕える者となった。
人のかたちで現れ、
死に至るまで、
しかも十字架の死に至るまで、
自分を低くして、従う者となった。
それゆえ、神はイエスを高く上げて、
すべてにまさる名をお与えになった。
イエスの名に対して、天と、地と、地の下にあるもの、
すべてのものがひざをかがめ、
すべての民が神である父の栄光のために、
「イエス・キリストは主である」と、たたえるようになった。
栄光は父と子と聖霊に。
初めのように今もいつも世々に。アーメン。
神のことば（一テサロニケ5･23-24）
朗読者は朗読台から朗読する。
平和の神ご自身が、あなたがたを全く神のものとしてくださるように。主イエス・キリストの来られるとき、責められるところのないように、あなたがたの霊と心とからだが完全に守られるように。
あなたがたを召された神は真実なかたであり、必ずこれを実現してくださる。
説教
司式者は説教の中で、典礼暦の開始にあたって行うこの「いのちのための前晩の祈り」の意味と重要性について説明する。
答唱（詩編121･3、5a）
先唱　神はおまえの足を堅く立て、
答唱　まどろむことなく守られる。
先唱　神はおまえの守り。
答唱　まどろむことなく守られる。
先唱　栄光は父と子と聖霊に。
先唱　神はおまえの足を堅く立て、まどろむことなく守られる。
福音の歌（ルカ1･26-56）
「マリアの歌」を歌う間に、司式者は顕示されている聖体および祭壇に献香することができる。
交唱　神はわたしたちのもとに来られる。その栄光は全地に輝く。アレルヤ。
わたしは神をあがめ、
わたしの心は神の救いに喜びおどる。
神は卑しいはしためを顧みられ、
いつの代の人もわたしをしあわせな者と呼ぶ。
神はわたしに偉大なわざを行われた。
その名はとうとく、あわれみは代々、神をおそれ敬う人の上に。
神はその力を現し、
思いあがる者を打ち砕き、
権力をふるう者をその座からおろし、
見捨てられた人を高められる。
飢えに苦しむ人はよいもので満たされ、
おごり暮らす人はむなしくなって帰る。
神はいつくしみを忘れることなく、
しもべイスラエルを助けられた。
わたしたちの祖先、
アブラハムとその子孫に約束されたように。
栄光は父と子と聖霊に。
初めのように今もいつも世々に。アーメン。
交唱　神はわたしたちのもとに来られる。その栄光は全地に輝く。アレルヤ。
共同祈願
司式者の勧めのことばに続いて、先唱者が朗読台から意向を唱える。
司　　
天地万物を造られた神は、主キリストのもとにすべてを一つに集めてくださいます。
主が来られるのを喜びのうちに待ちながら祈りましょう。
先唱
主イエス・キリスト、あなたは世々にわたって生き、すべてを治めておられます。現代に生きるわたしたちを救いに来てください。
答唱　
主よ、世界を救いに来てください。
先唱　
すべての被造物はあなたの救いを待ち望んでいます。わたしたちの祈りと働きが栄光の現れに役立つものとなりますように。　答唱
先唱

聖母マリアがお告げを受け、あなたの母となられたように、教会がいつもあなたの思いに従い、救いの喜びを人々に伝えることができますように。　答唱
先唱　
あなたのもとに召された人々に救いをお与えください。聖母マリアとすべての聖人とともに栄光をたたえることができますように。　答唱
主の祈り
司式者のふさわしい勧めのことばに続いて、一同は主の祈りを唱える。
一同　
天におられるわたしたちの父よ、
み名が聖とされますように。
み国が来ますように。
みこころが天に行われるとおり地にも行われますように。
わたしたちの日ごとの糧を今日もお与えください。
わたしたちの罪をおゆるしください。わたしたちも人をゆるします。
たしたちを誘惑におちいらせず、
悪からお救いください。
祈願
司式者は以下の祈りを唱える。
司　　
全能の、神である父よ、

救い主を待ち望む心を呼びさましてください。
わたしたちがキリストを日々の生活のうちに迎え、
キリストと結ばれて、
永遠の国を受け継ぐことができますように。
わたしたちの主、イエス・キリストによって。
一同　アーメン。
『いのちの福音』の祈り・祝福・聖体の安置
前晩の祈りの後、司式者はしばら沈黙のうちに祈ってから祭壇に近づき、手を合わせて深く礼をする。
『いのちの福音』の祈り
続いて、短い勧めのことばを述べてから、司式者は尊者ヨハネ・パウロ2世の回勅『いのちの福音』の結びにある以下の祈りを唱える。
司　　わたしたちの祈りを、「いのち」であるイエスに取り次いでくださるよう、聖母マリアに祈りましょう。（しばらく沈黙のうちに祈る）
ああ、マリア、
新しい世界の輝かしい夜明け、
いのちあるものの母、
わたしたちのいのちをあなたにゆだねます。
産声を上げられなかった赤子たち、
いのちの危機に瀕している貧しい人々、
残忍な暴力の犠牲となっている男女、
無関心と誤ったいつくしみのゆえに殺害される高齢者や病人たち、
これらの人に母としてのまなざしを注いでください。
御子キリストを信じるすべての人が、
真心と愛を込めて、
今の時代に生きる人々にいのちの福音をのべ伝えることができますように。
この福音を、
まったく新しいたまものとして受け入れる恵みと、
生涯をとおして感謝のうちにたたえる喜びと、
堅い決意をもってあかしする勇気を与えてください。
創造主であり、いのちを愛するかたである神の賛美と栄光のために、
すべての善意の人々と手を携えて、
真理と愛の文明を築くことができますように。
（教皇ヨハネ・パウロ2世回勅『いのちの福音』105より）
聖歌
続いて、一同はしばらく沈黙した後、O salutaris Hostia、あるいは『典礼聖歌』321、『カトリック聖歌集』241～255、521～531など、聖体をたたえる聖歌を歌う。聖歌を歌っている間に、司式者は聖体に献香することができる。
祈願
司式者は次の祈りを唱える。
司　　……祈りましょう。（しばらく沈黙のうちに祈る）
恵み豊かな神よ、
御子キリストは、その死を記念するとうとい秘跡を教会に残してくださいました。
主のからだを受け、救いの力にあずかるわたしたちが、
主の死を告げ知らせることができますように。　
わたしたちの主イエス・キリストによって。
一同　アーメン。
祝福と聖体の安置
続いて、司式者は、顕示器または聖体の器で十字架のしるしをしながら沈黙のうちに一同を祝福する。司式者が叙階の秘跡を受けていない場合、この祝福は行わない。
その後、司式者は聖体を聖櫃に納め、一礼してから聖櫃のとびらを閉め、奉仕者とともに祭壇に表敬して退堂する。その間、ふさわしい結びの聖歌を歌う。


・前晩の祈りは『教会の祈り』（カトリック中央協議会、2009年）を使用。
・ロザリオの祈りの各神秘への導入は『日々の祈り 改訂版』（カトリック中央協議会、2008年）を使用。
・聖書本文は『聖書 新共同訳』（日本聖書協会、2009年）を使用。
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